
《会　告》

2014年 10月
日本神経学会選挙管理委員会

2015年日本神経学会代議員選挙について（公示）

　日本神経学会は，日本神経学会代議員選出細則（平成 22年 5月 19日制定．以下「細則」といいます）および日本
神経学会代議員選出要項（平成 22年 10月 1日選挙管理委員会制定（平成 25年 8月 31日改正）．以下「要項」とい
います．）の規定に基づき，2015年 5月の学術大会終了後から 2年後（2017年）の学術大会終了までを任期とする代
議員を選出するため，選挙を実施しますのでお知らせします．
　細則および要項は，ホ－ムページ「学会概要」の「定款・規則」のページに掲載してありますのでご確認ください．

　今回の選挙は，要項第 4条別表の支部選挙区ごとに実施します．代議員に選出されるためには現職代議員も含めて
所属する支部選挙区から立候補することが必要です．立候補される会員は，次の要領で手続きを行ってください．

1　立候補について
（1）被選挙人（立候補）資格は，次のとおりです．
①日本神経学会の正会員であること．
② 2015年 5月末において年齢が 64歳以下であること．
③ 2014年 9月 30日現在で会費を完納していること．
④ 2014年 9月 30日現在で 10年以上の正会員歴を有すること．
⑤業績として 5編以上の学術論文（和文及び英文の原著または総説）を有すること．発表時期は問いません．

（2）立候補手続き
①代議員立候補届出書の提出
・代議員立候補届出書は，要項第 12条で定めている書式によります（別紙書式 1）．
・日本神経学会選挙管理委員会あて，日本神経学会事務局に郵便で提出してください．
　代議員立候補届出書は，封筒の表に「立候補届出書在中」と朱書し，配達証明のある郵送方法でお送りください．
　　提出先は，次のとおりです．
　　〒 113-0034　東京都文京区湯島 2-31-21　一丸ビル
　　日本神経学会事務局
・なお，別紙書式 1は，学会ホームページの会員専用ページ掲載の様式をご利用ください．
　（トップページのバナー「代議員選挙に関するお知らせ」からアクセスしてください．）
②推薦書の提出
・現職代議員以外の会員が立候補される場合は，同じ支部に所属する現職代議員 1名の推薦が必要です（細則第

13条第 3項）．
・現職代議員が推薦できる立候補者は，3名までです（細則第 13条第 4項）．
・現職代議員は，推薦書の提出は必要ありません．
・推薦書の書式は，要項第 12条で定めています（別紙書式 2）．推薦書は，代議員立候補届出書に添付して提出し
てください．
　なお，別紙書式 2は，学会ホームページの会員専用ページ掲載の様式をご利用ください．
　（トップページのバナー「代議員選挙に関するお知らせ」からアクセスしてください．）
③留意事項
　記載事項不備等の理由で提出された立候補届け出書が無効となる場合があります．具体的には，要項第 15条
に規定されていますので，ご確認ください．



（3）立候補届出書および立候補取り下げ届の受理通知
　選挙管理委員会は，立候補届出書または立候補取り下げ届を受理したときは，概ね 1週間以内に届くように文書
で通知（郵送）します．立候補届出書を提出された会員は，受理した旨の通知が届かない場合，選挙管理委員会（日
本神経学会事務局）にお問い合わせください．

（4）立候補届出書提出締め切り
　2014年 11月 28日（金）（消印有効）

（5）所属する支部選挙区を異動した場合の立候補について
　立候補や投票ができるのは，2014年 9月 30日現在で所属する支部選挙区です．ただし，10月 1日以降に支部選
挙区を越えて異動した場合，以下の手続きをとることにより立候補届出書は受理されます．
①現職代議員の場合
立候補届出書および支部選挙区異動届（別紙書式 4）を立候補届出書提出締め切り日（2014年 11月 28日（金））
までに提出してください（消印有効）．
なお，立候補届出書を提出した者が，立候補届出書提出締め切り日以降に支部選挙区を異動した場合は，支部選
挙区異動届を 2014年 12月 5日（金）までに提出してください（必着）．
②新たに立候補しようとする会員の場合
異動後の支部選挙区の代議員の立候補者推薦書を添えて，立候補届出書と支部選挙区異動届を立候補届出書提出
締め切り日（2014年 11月 28日（金））までに提出してください（消印有効）．
なお，立候補届出書を提出した者が，立候補届出書提出締め切り日以降に支部選挙区を異動した場合は，異動後
の支部選挙区の代議員の立候補者推薦書と立候補届出書および支部選挙区異動届を 2014年 12月 5日（金）まで
に提出してください．（必着）．
③立候補届出書の無効
立候補届出書を提出した者が，立候補届出書審査日（2014年 12月 7日（日））以降に支部選挙区を異動したと
きは，その立候補届出書は無効となりますのでご注意ください．

　別紙書式 4は，学会ホームページの会員専用ページ掲載の様式をご利用ください．
　（トップページのバナー「代議員選挙に関するお知らせ」からアクセスしてください．）

2　投票権者
　代議員選挙で投票できる会員は，2014年 9月 30日現在，日本国内に居住している名誉会員，功労会員および会費
を完納している正会員です．

3　選挙日程
① 2014年 12月 7日（日）立候補届出書審査
② 2015年 1月 16日（金）代議員立候補者公示
③ 2015年 1月 23日（金）代議員選挙投票用紙および立候補者名簿発送
④ 2015年 2月 20日（金）投票締め切り（消印有効）
⑤ 2015年 3月　8日（日）開票・代議員当選者決定
⑥ 2015年 3月　9日（月）代議員選挙結果公示（学会ホームページ）
（注）代議員選挙の結果は，全ての立候補者の氏名，都道府県名，勤務先名および得票数が公示されます．



4　支部選挙区区分及び代議員選出定数

支部選挙区名 都道府県等名 定数（人）

北海道支部 北海道 18

東北支部 青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県 34

関東・甲信越支部
茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，新潟県，
山梨県，長野県，静岡県伊豆地区（※）

210

東海・北陸支部
富山県，石川県，福井県，岐阜県，静岡県（伊豆地区（※）を除く），
愛知県，三重県

64

近畿支部 滋賀県，京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，和歌山県 96

中国・四国支部
鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県，徳島県，香川県，愛媛県，
高知県

55

九州・沖縄支部 福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，大分県，宮崎県，鹿児島県，沖縄県 69

合　計 546

（※）関東甲信越支部および東海北陸支部の伊豆地区とは，熱海市，伊豆の国市，伊豆市，伊東市，西伊豆町， 
東伊豆町，河津町，松崎町，下田市，南伊豆町を示す．

5　その他
　この公示に関するお問い合わせは，日本神経学会事務局にお願いします．
　電話の場合　03-3815-1080
　メールの場合　ホームページの「お問い合わせ」から



《会　告》

第 56 回日本神経学会学術大会のお知らせ

第56回日本神経学会学術大会
大会長　西澤　正豊

開　催　概　要

 1．学術大会会期：平成 27年（2015年）5月 20日（水）～ 23日（土）
 「社会の中の神経学～神経内科の社会貢献を考える～」をテーマとして，上記日程で開催致します．
 新潟水俣病と SMONに始まる新潟大学脳研究所神経内科の歴史と今日の社会状況を踏まえ，神経内科が社会に
おいて果たすべき役割を改めて考える機会としたいと思います．

 2．学術大会会場：朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）
 　　　　　　　〒 950-0078　新潟県新潟市中央区万代島 6-1
 　　　　　　　ホテル日航新潟
 　　　　　　　〒 950-0078　新潟県新潟市中央区万代島 5-1
 3．演題募集期間：平成 26年 10月 21日（火）～ 12月 8日（月）
 ※募集期間の延長はありませんのでご注意ください .
　※募集要項ならびにオンライン演題登録方法につきましては，大会ホームページをご確認ください（http://www.

congre.co.jp/neuro56）
 4．事前参加登録：平成 27年 1月初旬予定
 ※事前参加登録はすべてオンラインにより登録を行います．

※日本神経学会第 4回専門医育成教育セミナー，第 12回生涯教育セミナー「レクチャー」「Hands-on」，第 3回
メディカルスタッフ教育セミナー，及び各種共催セミナー（ランチョンセミナー，イブニングセミナー，プレ
ミアムイブニングセミナー）もオンラインによる事前登録制とする予定です．

 ※詳細は追ってホームページでご案内いたします .（http://www.congre.co.jp/neuro56）
 5．参加費：①会員（医師・非医師） 15,000円（当日 18,000円）
 　　　　②非会員（医師 ･協賛企業社員） 18,000円（当日 21,000円）
 　　　　③メディカルスタッフ  3,000円 ※ 1
 　　　　④大学院生 ･初期研修医  3,000円
 　　　　⑤海外からの参加者  3,000円
 　　　　⑥ Travel Award対象者  3,000円 ※ 2
 　　　　※学部学生・国内留学生は無料

※ 1　 5月 23日（土）のメディカルスタッフ教育セミナーのみにご参加のメディカルスタッフは，参
加費 1,000円で，当日（23日）の他のプログラムも聴講が可能です．

※ 2　 Travel Awardに採用された方が対象となります．
 　　　　〈Travel Awardについて〉
 　　　　◎下記の方を対象に，Travel Awardを支給いたします．
 　　　　・海外の神経内科医および研修医（最大 100名・最大 10万円（予定））
 　　　　・日本に留学中の神経内科医および研修医（最大 50名・最大 5万円（予定））
 　　　　◎抄録の提出が必須となっております．
 　　　　　ご希望の方は，第 56回日本神経学会学術大会ホームページよりご登録ください．
 　　　　◎年齢制限はございません．
 　　　　※詳細は追ってホームページでご案内いたします .（http://www.congre.co.jp/neuro56）
 6．託児所：会期中に託児所をご用意いたします . お申し込み方法などにつきましては，追ってホームページでご案

内いたします．（http://www.congre.co.jp/neuro56）



 7．エクスカーション：会期中エクスカーションを企画しております．お申込み方法につきましては，後続ページの
エクスカーションご案内および申込書，または大会ホームページでもご確認いただけます．（http://www.congre.
co.jp/neuro56）

 8．宿泊：会期中のご宿泊についてご案内しております．お申込み方法につきましては，後続ページのご宿泊のご案
内および申込書，または大会ホームページでもご確認いただけます．（http://www.congre.co.jp/neuro56）

 9．お問い合わせ：
 【大会長校事務局】
 新潟大学脳研究所　臨床神経科学部門神経内科学分野
 〒 951-8585 新潟県新潟市中央区旭町通 1-757
 【大会運営事務局】
 〒 102-8481　東京都千代田区麹町 5-1　弘済会館ビル　株式会社コングレ内
 TEL：03-5216-5318　FAX：03-5216-5552
 E-mail：neuro56@congre.co.jp

一般演題について

　口演発表とポスター発表を予定しております．
 1．申し込み：申し込みはすべてオンラインにて受け付けます．
 2．演題募集期間：平成 26年 10月 21日（火）～ 12月 8日（月）
 ※募集期間の延長はありませんので，ご注意ください．
 3．演題要旨作成時の注意
　（1）演題の制限：1演者につき 1題にします．ただし，共同演者になることは差し支えありません．一施設から多

数の申し込みも歓迎いたします．
　（2）ご登録いただく項目

・発表言語：日本語もしくは英語（HP上の登録画面の注意事項をお読みの上，ご登録ください）
・発表形式区分：（口演もしくはポスターより選択）
・筆頭演者と共同演者の氏名（日英）：（演者数は 20名以内）
・筆頭演者と共同演者の所属機関（日英）：（所属機関数は 10機関以内）
・演題名（日英）：日本語は全角 40文字以内，英語は半角 80文字以内
・演題抄録：
・抄録は，日本語または英語でご登録ください．日本語は全角 800文字以内，英語は半角 1600文字以内とし
ます．
・ 【目的】，【方法】，【結果】，【結論】に分けて簡潔に記入してください．その都度改行する必要はありません．
・ 抄録内容が不完全な場合（誤字，脱字，具体的な数値の不足，【目的】，【方法】，【結果】，【結論】に項目立
てされていないなど），不採用になりますので抄録作成の際に最新の注意を払ってご投稿ください．

　（3）筆頭演者は本学会の会員である必要があり，登録時に会員番号を入力していただきます．皆様の会員番号は 
郵送された臨床神経学会誌の宛名ラベルに記されています．未入会者は登録前に日本神経学会事務局 
（〒 113-0034　東京都文京区湯島 2-31-21 一丸ビル 03-3815-1080）へご連絡の上，入会手続きをお取りください．

　（4）応募演題の研究の内容により，厚生労働省等による倫理指針（臨床研究，ヒトゲノム・遺伝子解析研究，疫学
研究，ヒト幹細胞を用いる臨床研究など）及び所属施設が定めた倫理規定（動物実験等を含む）を遵守すると
共に，あらかじめ所属施設等において倫理審査委員会等による審査・承認を得ていることが必要です．詳細は
学会ウェブサイトにある「日本神経学会学術大会時の演題の倫理面について」（http://www.neurology-jp.org/
gaiyo/pdf/endai_rinri.pdf）をご覧ください．

　（5）演題の査読を行いますので，抄録本文の中で，所属機関が明らかになるような記述は避けてください．
　（6）薬品名を記載する場合は，必ず一般名を記載してください．
　（7）一般演題の一例報告については原則認めません．ただし，症候学的，学術的な面などから深く検討されている

内容であれば，審議の上採択する場合が有ります．
　（8）患者の個人情報に抵触する可能性のある内容は，患者あるいはその代理人からインフォームド・コンセントを

得た上で，個人が特定できないよう十分留意して発表してください．入院年月日や年齢など，個人が特定され
る恐れのある情報を含む発表は禁止します．



　（9）第 56回日本神経学会学術大会　最優秀賞を設けますので，抄録登録時にご申請ください．応募資格は，登録時，
学部卒業後 15年未満とします．

 （10）抄録が採択された場合，事務局からの修正依頼はありません．また学術大会終了後の修正も承りませんので注
意深く抄録をご準備ください．第 56回日本神経学会学術大会以降，プログラム・抄録集の “抄録集 ” 部分が「臨
床神経学サプリメント号」として認定されることとなりました．掲載ページには ｢臨床神経学 55巻サプリメ
ント号 S-○○｣ という頁数が付与されます．

 4．利益相反の開示について
 産学連携による臨床研究の適正な推進を図り，科学性・倫理性を担保に遂行された臨床研究成果の発表における

中立性と透明性を確保するため，すべての発表者に「利益相反（Conflict of Interest，COIと略す）」の開示を求め
ることになっております．

 演題登録画面の「利益相反」の入力欄にて「あり」「なし」をご選択ください．「あり」の場合，演題登録後に日
本神経学会WEBサイトの所定ページより「COI自己申告書様式」をダウンロードいただき，ご記入の上，書留
にて下記まで送付してください．

 ＜送付先＞
 〒 113-0034　東京都文京区湯島 2-31-21　一丸ビル
 日本神経学会事務局　56回大会 COI受付係
 TEL：03-3815-1080　FAX：03-3815-1931
 なお，利益相反について，専門的な内容に関するご質問は上記学会事務局までお問合せください．

 5．口演による発表方法
　（1）PCプロジェクターが使用可能です．
　（2）ビデオプロジェクターの使用はできませんが，PCからの動画投影は可能です．
　（3）発表データはメディア（USBメモリーまたは CD-R）での持ち込みとなります．ただし動画がある場合にはご

自身の PCをご持参ください．
　（4）研究倫理諸規定および個人情報保護の諸規定に遵守してご発表ください．
　（5）利益相反の開示についてのスライドをご提示いただきます．詳しくは日本神経学会ホームページの「学会概要」

内，「定款・規則」をご参照ください．
　（6）口演スライドの言語は登録された抄録の言語に合わせて下さい．英語を推奨します．

 6．ポスター形式による発表方法
　（1）展示パネルは縦 210cm×横 90cmの予定です．パネル上部の演題番号のみ，学術大会事務局で用意いたします．

演題・所属・氏名（簡単に）は各自で 20 cm× 70 cmに横書きしてください．
　（2）ポスターは要旨・目的・方法・結果・考察の順に大きくわかりやすく書いてください．文章は 2～ 3 m離れた

ところからでも見えるような大きなポイント文字を使い，図式は一辺が 20 cm以上の大きさでタイトル・簡単
な説明をつけてください．

　（3）パネル自体に直接文字や図表を書いたり，パネルに糊づけしたりはできません．
　（4）ポスターをパネルに貼りつけるための画鋲は会場に用意いたします．
　（5）ポスター発表のスケジュール等は演題採用通知を発表後にご案内させていただきます．
　（6）研究倫理規定および個人情報保護の諸規定を順守してご発表ください．
　（7）利益相反の開示についての内容を記載してください．詳しくは日本神経学会のホームページ「学会概要」内， 

「定款・規則」をご参照ください．
　（8）ポスターの言語は登録された抄録の言語に合わせて下さい．英語を推奨します．



各種企画のお知らせ

 1．大会長講演
 西澤　正豊（新潟大学脳研究所臨床神経科学部門神経内科学分野 教授）
 2．特別講演：2014年学会賞受賞者招待講演
 2014年学会賞（学術研究部門）：勝野　雅央（名古屋大学大学院医学系研究科神経内科）
 3．教育講演，教育講演ベーシック
 4．Neuroscience Frontier Symposium
 5．East Asian Neurology Forum 関連プログラム
 6．各種シンポジウム
 7．脳梗塞 rt-PA 適正使用講習会
 8．メディカルスタッフポスターセッション
 　現在の神経内科診療において，多職種との連携は欠かせないキーワードになってきております．第 56回日本

神経学会学術大会では，メディカルスタッフの方々からの臨床研究，個別症例の症例検討や問題提起，有効な対
応の議論等に関するポスター発表を，幅広く募集いたします．本セッションに，是非，ご所属先のメディカルス
タッフの皆様に演題応募を働きかけていただけますようお願い申し上げます．また，演題登録の際，学会員が共
著者になる必要がございます．その際には，ご支援頂けますようお願い申し上げます．

 ■メディカルスタッフポスター発表演題募集
 募集期間：2014年 9月 1日（月）～12月 8日（月）
 詳細は下記ウェブサイトをご確認ください．
 http://www.congre.co.jp/neuro56/html/medicalstaff/medicalstaff.html
 筆頭著者としての資格
 看護師，薬剤師，療法士，義肢装具士，介護士，医療ソーシャルワーカー，栄養士，臨床検査技師，放射線検査

技師，ケアマネージャー，救急救命士，保健所保健師（都道府県，政令指定都市），地域保健師（市町村），行政
の保健医療福祉部門担当者，医療機器取扱業者（人工呼吸器・在宅酸素など），難病医療センター相談員，難病
医療専門員（コーディネーター），難病ヘルパー，DMAT担当者．その他の場合は事務局までお問い合わせくだ
さい．

  1．医学生・初期研修医セッション（予定）
  2．日本神経学会第 12回生涯教育セミナー「レクチャー」（5月 20日（水）・23日（土））（予定）
  3．日本神経学会第 12回生涯教育セミナー「Hands-on」（5月 20日（水）・23日（土））（予定）
  4．日本神経学会第 4回専門医育成教育セミナー（5月 20日（水））（予定）
  5．日本神経学会第 3回メディカルスタッフ教育セミナー（5月 23日（土））（予定）
  6．日本神経学会市民講座（5月 24日（日））（予定）
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編　集　後　記

本号は，「臨床神経学」冊子体の最終号です．次号の 54

巻 12号は第 55回学術大会講演論文号で電子媒体のみの発
刊です．第 55巻からは冊子体を全面的に廃止して電子媒
体のみが出版されます．臨床神経学冊子体の最後の編集後
記を書かせていただくことを光栄に思います．
電子媒体か，冊子体か，それともそれら両方か，につい
ては長く議論されてきましたが，決着がつき，とうとう臨
床神経学は電子媒体のみの発刊を選択しました．感慨深い
ものがあります．
私が初めて臨床神経学に投稿したのは 1981年（昭和 56

年）でした．神経内科医になって少したった頃で，最初の
原著論文でした．そのころは，紙以外で雑誌が発刊される
ことなどは全く考えられませんでした．まだワープロもな
く，投稿原稿は原稿用紙に鉛筆でまず書き，清書はボール
ペンや万年筆を使っての手書きでした．その頃の原稿が今
でも少し残っているのですが，先輩に赤で修正していただ
いたところなどを見て，当時のことを懐かしく思い出すこ
とができます．手書き原稿・冊子体から生まれる論文イメー

ジはなにか暖かいものです．
一方，電子媒体はパソコンで見ることができ，何よりも
便利です．たぶんすぐに慣れてしまうのでしょうが，こち
らには硬いキーボードのイメージがあります．これからは，
電子媒体の出版物に暖かいものを吹き込む必要があると思
います．これからの「臨床神経学」には，何より心のこもっ
た優れた原稿の掲載が重要である，と考えます．電子媒体
版成功の秘訣はここにしかないと思います．
日本語で，わかりやすく，ロジックが素直な論文を書く
のには，時間をかけて，何度も何度も文章や図表・英文抄
録を推敲する必要があります．先輩や指導教官の指導も勿
論受けなければいけません．
皆様の良く推敲された，優れた論文の投稿を心から期待
いたします．
（電子化事業の変遷については，前号編集後記で荒木信
夫委員が詳しく書いていらっしゃいますので，参考にして
いただければ幸いです．）

（河村　満）




